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甲府市教育委員会では史跡武田氏館跡の保存・活用を図ることを目的に整備活用委員会

を設置 し、日下、整備基本構想・基本計画の策定作業を進めております。また、史跡指定

区域内で生 じている数々の問題につきましても、住民生活 と史跡保護の調和を図るべ く、

文化庁・県教育委員会 との協議を踏 まえましてその解決に積極的に取 り組んでいるところ

でございます。

具体的には、住民要望に基づ く史跡公有地への「お屋形様の散歩道」設置や市道整備、

堀法面崩落部の改修、スポット公園建設などですが、平成13～ 14年度に地元 自治会 と甲府

市教育委員会が協力して実施 した松木堀一帯の大規模な美化作業では、見違えるほどの美

しい景観を取 り戻すことができ、喜ばしい限 りでございます。

甲府市教育委員会では、「市民から愛される史跡」を目指 しまして、引き続 き、懸案事項

の解決に向けた取 り組みを行うとともに、散策会や発掘現場の説明会を開催 して史跡保護

への理解を深めて参 りたいと存 じますので、皆様方の御支援 と御協力を御願い申 し上げま

す。

本書には、昨年度に実施 しました主郭部北側馬出の発掘成果を収録いたしましたが、土

橋や暗渠、石で区画された堀などの遺構が検出され、予想外の成果をあげることができま

した。大変貴重な学術データでございますので、武田氏館跡の解明に限らず、広 く中世城

郭研究への活用を図れるものと大いに期待 しているところでございます。

末筆 となりましたが、 日頃より史跡整備事業や発掘調査に御指導をいただいてお ります

関係各位に、厚 く御礼申し上げる次第でございます。

平成 15年 3月

甲府市教育委員会

教育長 角 田 智 重



例

1.本 書 は山梨県 甲府市古府 中町・屋形三丁 目 。大手三丁 目地 内に所在す る国指定史跡武
田氏館跡の、平成 13年度 に実施 した整備基本構想・基本計画策定 に関わる事前の試掘調

査の概要報告書である。

2。 本館跡 は、昭和 13年 (1938)に 国史跡の指定 を受 けてお り、文化庁・県教育委員会・

史跡武田氏館跡調査団の指導の下、 甲府市教育委員会 が主体 となって調査 を実施 した。

調査経費は国・ 県の補助金の交付 を受 けている。

3。 本書 に関わる試掘調査の担 当は伊藤正彦・ 山崎雅 恵であ り、対象地区・調査面積 は以

下の通 りである。

字 三 角 地 点  20m2
主郭都北側馬 出地点   60m2

4.本 書の編集・ 執筆 は、中込 功 (文化芸術課長)を 責任者 とし、伊藤正彦が行 った。

5。 本書の挿図は中村里恵が作成 した。

6.本 書 に関わ る出土遺物及び記録図面・写真等 は甲府市教育委員会で保管 している。

7.本 書 に関わる写真測量業務 は柳 フジテクノに、出土品の保存処理業務 は働 山梨文化財
研究所 にそれぞれ委託 した。

8.発 掘調査及び報告書作成 に際 して次の機関・ 諸氏か らご指導 ご協力 を賜 った。厚 くお
礼 を申 し上 げる次第である。

文化庁文化財保護部記念物課   山梨県教育委員会学術文化財課  相模原市立博物館
武田神社  伊藤正義  磯貝正義  小野正敏   北垣聰一郎  清雲俊元
笹本正治  鈴木  誠  萩原三雄   藤澤良祐   八巻典志夫

(敬称略 )

例

1。 本書 に掲載 した遺構番号は、調査現場 において付 けた ものである。

2.遺構名は各遺構 の形状・検 出状況 に応 じて調査現場 において付 けた ものである。

3.全 体図、遺構・遺物実測図の縮尺 は図中に表示 した通 りである。

4.遺 構断面図における水平数値 は、海抜高度 を示 し、単位 は mである。

5.報 告書中の方位 は磁北 を示 している。
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第 1章 字三角地点

第 1節 調査概況

1.調 査 に至 る経緯

本調査 は、平成 7年 よ り実施 してい る史跡武 田氏館跡整備基 本構 想・基 本計 画策 定 に関
る、基 本資料収集 を 目的 とした試掘調査 の一環 と して実施 した。平成 12年度 までの調査成

果 は 『史跡 武 田氏館跡発掘調査概 要報 告書』 III・ Ⅳ oⅨ と してすで に刊行 してい る。平成

13年度 は字三角地 点 。主郭部北側 馬 出地 点 を調査 した。調査地 点 の選 定 に際 し、史跡武 田

氏館跡調査 団会議 に諮 り、承認 を経 てい る。

2.調 査地 の概要

主郭部東側 に総堀 が存在 し、館 の東端 を画 してい る。総堀 は、近世 に御所堰 と呼 ばれ た

水路 か ら水 を取 り込 んでお り、『甲斐 国志』 は「本目川 ノ水 ヲ引 キ外郭 ノ溝 二湛ユ」 と記述す

る。調査地 は総堀 の東側 、字三角 に位 置す る。周辺 は家 臣屋敷地 と推 定 され、現在 、市道

鍛冶小路 線 が総堀 に接 して南北 に通 じてい る。この道 は古 くか ら存在 していた ら しく、『国

志』 は「腰I明崎 ヘー道 ヲ隔 ツル」、 あ るいは「端門 ノ前 ナル縦道」 な どと記載す る。一帯 は

水 田 として土地利 用 されていた。

3.調 査の方法 と経過

調査 は、平成 13年 8月 29日 か ら開始 した。幅 2m、 長 さ10mの トレンチ を設定 し、人力
に よ り掘 り下 げ、調査 を行 った。 9月 中旬、確 認 した遺構 図面 を作成後 、一旦調査 を終 了

してい る。翌年 3月 19日 に写真測量 を、翌 日には川砂・土嚢 に よ り養 生処 置 を行 ったの ち、

埋 め戻 し、調査 を終 了 した。

字 三 角 地 点 全 景

-1-
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第 2節  調査の成果

1.遺 構 と遺物

耕作土・床土の下層、地表下 0.20mが遺構確認面 とな
る。調査ではピッ ト8基、溝 1条 を確認 した。今後の調
査 によっては見直 しす る もの もあるが、調査時点での遺

構名 をその まま使用 した。 トレンチ中央か ら検 出 した溝
を境 に西側 は、遺構確認面が礫混 じりの上 とな り、遺構

数が減少す るのに対 し、東側 か ら多 くの遺構 が確認 され

大こ。

(1)ビ ッ ト (図 3.4)
調査では 8基の ピッ トを確認 した。多 くが溝 を境 に東
側 か ら検 出され る。遺物が ともなわない ものなどもピッ

トとして扱 っている。 ピッ ト2は欠番 とした。

ピッ ト 1

トレンチ東側 に位置 し、本田床土直下か ら確認 された。

径 0.60m程 の扁平な礫 を中心 に据 え、周囲にほぼ円形の

掘 り込みが確認で きた。建物礎石 と思われ、礎石周囲に

根石 として長径 0,05～ 0。 20mの大小様 々な礫が据 えられ
ていた。掘 り込み規模 は径 0,90m程 となる。礎石の原位
置 を保つため半我 に とどめ、掘 り込みの深 さも確認 して

い吃rし 。ヽ

ピッ ト3

トレンチ東側か ら確認 された。径 0。 45m、 深 さ0.15m
を測 り、平面円形 を呈す る。長径 0.05～ 0.18m程の磯とが

中央 に集中 していた。出土遺物 な どは確認で きなかった。

ピッ ト4

トレンチ中央 に位置 し、溝跡 と重複す る。長軸 0.80m、

短軸 0.58m、 深 さ0.32mを 測 る。平面長円形 を呈 し、礫
混 じりの上 を掘 り込んだためか断面不整形 となる。上層

か ら0.20mま でに集 中 して、大小多 くの礫が混入 してい

た。

出土遺物 は細 片 ばか りだが、 多 くを確 認 してい る。す

べ て土器類 で あ り、 ほ とん どが か わ らけで あ る。図化 で

きた もの を掲 載 した (図 6-1～ 4.6)。

ピッ ト 5

-部調査区タトとなるが、径 0.53m、 深 さ0.08mを 測 る。
平面円形 を呈 し、小礫が集 中す る。出土遺物 は確認で き

-3-
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なかった。

ピッ ト 6

ピッ ト 7と 重複 し、一部調査区外 とな るが、径 0.45m、 深 さ0。 17mを 測 る。平面略円形
を呈 し、 中央部 に礫が集中す る。出土遺物 は確認で きず、土層堆積 か らもピッ ト7と の新
旧関係 は明 らかにで きなかった。

ピッ ト 7

ピッ ト6と 重複 し、一部調査区外 とな る。径 0。 42m、 深 さ0.17mを 測 り、平面略円形 を
呈す る。 出土遺物 はな く、 ピッ ト 7と の新 旧関係 も明 らかにで きなか った。

ピッ ト8

トレンチ西側 に位置 し、 ピッ ト9と 近接す る。長軸 0.63m、 短車由0。 43m、 深 さ0.12mを
測 り、平面長円形 を呈す る。上層 に大小多 くの礫が集中 し、混入す る。出土遺物 は確認で

きなかった。

ピッ ト 9

トレンチ西側 に位置 し、 ピッ ト8と 近接す る。径 0.50m、 深 さ0。 14mを 測 り、平面略円
形 を呈す る。上層 に礫が多 く集 中 していた。

出土遺物 は招鉢片 1点 を確認 している (図 6-5)。

A望み3∞          A
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図 4 ピッ ト1～ 9
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(2)溝 (図 5)

調査区中央か ら、 ピッ ト4～ 6と 重複 して検 出された。礫混 じりの上 を掘 り込んだ素掘

りの溝であ り、幅 1.85～ 2.35m、 深 さ約 0.30～ 0.48mを 測 る。 ピッ ト群 に先行す る遺構 と
な り、土層堆積か ら東西の立 ち上 りに高低差が生 じる。本遺構 を境 に西側か らの遺構確認

が僅少 となる。

出土遺物 は僅 かで あった。 かわ らけ片 1点 を図化 してい る (図 6-7)。

A―

4賭 褐 色土 層

5灰 票 色 土層

6黒 褐 色 土層

7黒 褐色土層

0-A

水田耕作土

水日床土

砂粒 小礫が混り、焼土粒
を僅かに含む。固くよくし

まる。

焼土粒を多く含み、砂粒・

小礫が混じる。しまりやや

あり、粘性あり。

砂粒・小礫を含み、焼土粒

黄褐色土粒が混じる。

しまり ,粘性あり。

砂粒・小礫を含み、黒色土

褐色上が班状に混る。しま

り '粘性あり。

砂粒を多量に含み、壁根Jと

小礫が多く混る。しまり

粘性ややあり。

砂粒 挙大程の傑が多量に
混る。

層

層

層
韓齢構

灰

褐

黒

A聖 :00
8混礫黒色土層

図 5溝 跡
0                           2m

(3)遺構外遺物 (図 6-8～ 21)
遺構 に ともなわない遺物 を取 りあげる。多 くが糸田片 となった ものばか りであ り、本田床

土直下か らの出土 となる。かわ らけ片が多数 を占め、陶磁器が僅かに見 られた。

8～ 111ま全てロクロ成形 され、底部 に糸切 りされ るかわ らけであ り、 12～ 14は舶載陶磁

器である。
.12は
日縁部 に稜花形の刻みを施す青磁折腰皿、 13は 白磁端反皿、 14は染付端反

碗である。 15～ 19が瀬戸美濃製品 とな り、 15が天 目碗 である以外、他 は灰釉皿である。 20

が外面錆釉、内面鉄釉 を施す陶器片、 21が須恵器片である。

小  括

調査ではピッ ト・溝 な どが確認 された。検 出 した遺構 は重複関係か ら 2時期の変遷が捉

えられ る。溝跡が先行す る遺構 であ り、礎石の残 るピッ ト1が構造物の柱穴 となる以外、

具体像 は明 らかではない。『国志』が記載す る「縦道」や総堀などに規制 された土地利用 と

なるであろうが、検 出 した溝跡が総堀な どと軸 を違 えている状況 は、遺構の重複関係か ら

得 られた結果 もあわせ、規制以前の構築 を予想 させ る。総堀構築が明 らかでない現状では

心 もとない推測であるが、周辺一帯の土地利用は、総堀構築が一つの画期 となるであろう。

<ヾする晏理
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表 1 字三角出土遺物観察表 単位 (釘 )

図
番

号 出上位置 種 別・器 種
法 量 (cm)

部位
観 察 所 見
(調整 。文様 。その他 )

胎  土 備  考
(時代等 )口径 底 径 器 高

6 1 ピット4 土器 かわらけ 6.1
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 密

6 2 ピット4 土器 かわらけ 口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや密

6 3 ピット4 土器  かわらけ 口縁
一体部
ロクロ成形、外面スス付着 密

6 4 ピット4 土器 かわらけ 口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

6 ピット9 土器 搭鉢 口縁
～体部
ロクロ成形、刷目摩耗 やや粗

6 ピット4 土器 かわらけ 体部
～底都
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 密

6 7 1号溝 土器 かわらけ 日縁
～体部
ロクロ成形 やや密

6 一括 土器 かわらけ 体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 密

6 一括 土器 かわらけ 2.6 五
Ｈ

縁
底

口

一

ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗
ナデ

密

6 一括 土暴 かわらけ 体吉[
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや密

6 一括 土器 かわらけ 底部 底部回転糸切 り痕摩耗 やや密

6 一括 青磁 折腰皿 口縁部 口縁都稜花形、内面櫛描文 緻密

6 一括 自磁 端反皿 口縁
～体部

緻 密

6 一括 染付 碗 口縁部 外面唐草文 緻密

6 一括 瀬戸美濃 天目茶碗 口縁
～体部

被熱 密 後Ⅳ新

6 一括 瀬戸美濃 灰TEl丸皿 底 部 付高台 密 大窯 2

6 一括 瀬戸美濃 灰釉皿 体部
～底都
付高台、輪 ドチ痕 密 大窯 l or2

6 一括 瀬戸美濃 灰釉丸皿 底部 付高台 密 大窯 2 or3

6 一括
瀬戸美濃  ′

灰釉端反皿
2.6

口縁
～底部
見込み部印花文、付高台、輪 ドチ痕
被熱

密 大窯 1

6 一括 陶器 底部 内面鉄釉、外面錆釉 密

6 一括 須恵器 甕 体部 内面ナデ、外面叩き痕 密

-7-



第 2章 主郭部北側馬出

第 1節 調査概況

1.調査地の概要

主郭部北側 には堀 を隔て、土橋 にて北側 曲輪群 に通 じる虎 日が開 日す る。多 くの古絵図

は、土橋前面 に土塁 と堀、堀のみ、あるいは石塁 を鍵状 に巡 らせた馬出空間を描 く。現状、

この空間は 3段 に区画 され、南北約 25m、 東西約 30m程の規模 となる。本田・畑地 として
利用 され、北側 は通路 とな り、東端 に堀が一部残 る。『甲斐国志』が館東側 に存在す る大手

馬出土塁について、「端門ノ前二馬出ノ塁アル」 (「屋形跡」の項 )と 記述す るのに対 し、こ
の地点に関す る記述 は全 く見 えない。周辺一帯は、すでに江戸時代か ら耕地化が進んでい

た らしいが、戦前 までは、東端 に残 る堀 もJ焉 出空間を取 り巻 くよう残存 してお り、戦後通

路構築 に際 し埋めた という。

2.調 査の方法 と経過

調査 は、平成 13年 8月 1日 か ら開始 した。土橋 中心線 を基軸 として幅 4m、 長 さ10mの

トレンチを南北方向に設定 し、表土か ら人力により掘 り下げを行 った。 トレンチ中央か ら
南側 にかけて堀 を確認 し、埋没 に際 し多量の礫が混入 していた。その他、暗渠水路、土塁、

石積 みなどを確認 し、 2時期の変遷が想定 された。 11月 13日 までに記録図面の作成、記録
写真の撮影 を終 え、いったん調査 を終 了 した。翌年 3月 12日 か ら再開 し、 19日 に航空写真

測量 を行 っている。川砂・土嚢 により養生処置 を行 ったのち、重機 で埋戻 し、26日 には全

ての調査 を終了 した。調査期間中、 8月 28日 には整備活用委員会が開催 され、現場視察 を
行 っている。

図 7遺 構 変 遷
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図 8 封し側馬出地点全体図
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第 2節  調 査 の 成 果

1.遺構 と遺物

(1)堀

1号堀 (図 11)

トレンチ 中央 に位 置す る。大 き く 2段階の変遷 を遂 げてお り (図 7)、 拡 張 された後 も依
然 として堀 としての機 能 を有 してい るが、様相 が一変す るため拡張前 を 1号堀 とし、拡張
後 を 3号堀 とす る。完掘 に至 っていないため規模 な ど不 明 な点 はあ るが、上 幅 3.10mを 測
る水堀 と推 定 され る。調査時 か ら湧水 が み られ、多量 の礫 が混 入 していた。幅 1.80m程 を
掘 り残 し、通路 と してい る。

多量 の 出土遺物 が見 られ たが、堀 の最終廃絶 時 に混入 した もの と考 え られ るため全 て を

3号堀 出土遺物 と判 断 した。 1号 堀 に帰属 す る確 実 な遺物 はなか った。

2号堀 (図 12)

トレンチ南端で確認 している。堀の立 ち上が り地点であるため規模 な どやや不確定な点

はあるが、幅2.18m、 深 さ0,70mを 測 る。 1号堀 と対 となって存在 し、喰い違い形態 とな
る。断ち割 りによる土層観察では、堀の南北両側 に版築状の上層堆積が確認で き、 1号堀
を掘 り残 して設けた上橋か ら続 く通路部分 と考 えられ、 この堀 により迂回 して侵入す る経

路が想定で きる。

出土遺物 はかわ らけ片があるが、細片のため図化で きなかった。

3号堀 (図 9、 11)

トレンチ中央 に位置 し、 1号堀 を拡張 し、張 り出 し部 を設けた形態 を 3号堀 とした。確
認 した範囲で土橋部分の前方 を北側へ 2.50m、 東西方向に3.50m程拡張 し、堀 を張 り出 し
ている。張 り出 し部 は、西側か ら呵ヒ側 にかけて堀底か ら石積 みを施す。土橋 として活用 し

ていた通路部分 に石組みの排水路 を設け、堀への排水 日にも石積 みを施す。張 り出 し部の

堀底 は南側 にかけて深 くな り、 1号堀部分 に排ガ(を 集約 している。 1ヒ根J石積 みは高 さ0.60
m、 長 さ3.60m程 を確認 し、 1石 もしくは 2石 を据 えている。
土器類の他、炭化材・壁土・金属器など多量の出土遺物が見 られた。大部分が張 り出 し

部の北側石積み周辺か ら出土 している。堀の最終廃絶時 に混入 した もの と考 えられ るため

全てをこの遺構 か らの出土遺物 と判断 した (図 13～ 20、 23～ 25)。

(2)上塁

1号土塁 (図 11)

トレンチ中央西端 に位置 し、東西方向の上塁 となる。盛上部分が確認で きないため、土

塁 となるか定かではないが、北側裾部分 に堀 に通 じる排水溝が確認 され、堀内か ら多量の

壁土な ども出土 しているため土塀な どの基壇部 とも考 えられ る。基底部幅 2.10m、 堀底部

分 に高 さ0.40～ 0.90m、 長 さ2.80mの石積 みが施 され る。石積 みは堀の拡張 に際 し、張 り
出 し部の石積 み と一対で構築 されている。

出土遺物 は 2点 ある (図 22-20、 21)。

2号土塁 (図 12)

トレンチ南端 に位置 し、東西方向に構築 された幅3.80m程 の上塁 となる。盛上部分 はす

-10-



図 9炭 化 材 検 出状 況

で に削平 され判然 と しないが、土塁裾部 に石積 みが構 築 され、石積 み背後 には多 くの礫 が

散在 してい る。確 認 した範 囲で石積 み は、高 さ0.40～ 0。 64m、 長 さ3.74mを 測 り、基 底 部
のみ 1石か ら 2石が残 存 しい る。 2号堀 及 び通路 部分 を埋 め、 3号堀 と一対 に構 築 され る。

(3)日昔渠 (図 10)

1号堀土橋 部分 に構 築 され る。通路 と して活 用 して いた幅 1.80m程 の箇所 を利 用 し、排
水路 を構 築 して い る。石組 み に よ り築 かれ、幅 0.40m、 深 さ0.20～ 0.40m、 確 認 した範 囲

で長 さ4.00mの 規模 とな る。 3号堀へ の排水 口部分 には、堀底 か ら高 さ0.50～ 0.60m、 長
さ2.20mに わ た り石積 み を構 築 してい る。排水 を集約 す るため、堀底 は排水 田部分 が最 も
高 く、東西両側 が低 くな る。暗渠部分 と開渠部分 が あ り、暗渠部分 は土塁敷 と重 な り、土

塁 内 を通過 し、堀へ 通 じるよう設計 され た排水路 と解釈 で きる。 2号土塁・ 3号堀 な ど と
一メ寸に築 かれ る。

出土遺物 は、 か らわ けのみ見 られ、 4点 を図化 した (図 22-1～ 4)。

(4)石列  (図 12)

トレンチ南端、暗渠脇 に位 置す る。長 さ1.50m、 南北方 向 に 3石 のみ検 出 した。 土 層堆

積 か ら 2号土 塁 に先行 す る と考 え られ る。暗 渠構 築 に よ り定かで ないが、土橋 に並 行 し、

出入 り口部 を区画 す る石列 で あろ うか。

-11-
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l.黒褐色土層 小礫を多く含む。粘性ややあり、しまりあり。
2.黄褐色土層 炭化物・焼土を多量に含む。
3.茶褐色土層 粘性強く、しまりあり。
4.黄褐色土層 小礫を含む。粘性、しまりあり。
5.黄褐色土層 炭化物・焼土を多く含む。
8.黄褐色土層 粘性、。しまり強い。

0            2m

炭化物・焼土を多く含む。粘性、しまりあり。

炭化物・焼土を多く含む。粘性、しまりあり。

粘性 。しまりあり。粒子細かい。

炭化物・焼土を含む。

炭化物・焼土を多量に含む。粘性、しまりあり。

礫を多く含む。

7黄褐色土層
8黒褐色土層
9黒褐色土層
10.黄褐色土層

11.茶褐色土層

12.茶褐色土層

図 10 暗 渠
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l暗 褐色土層
2暗掲色土層
3黄 褐色土層
4茶 褐色土層
5暗黄褐色土層
6茶掲色土層
7黄捐色土層
B皓黄褐色土層
9暗黄褐色土層

10茶 褐色土層

ii黄 褐色土層

12黄 捐色土層
13灰黄褐色土層
i4黄 褐色土層
15黒 褐色土層
i6黒 捐色土層

i7灰黄褐色土層

18灰 捐色土層
19黄 褐色土層

20黄 褐色土層
2i黄 褐色土層
22黒 帽色土層

23黄 褐色土層
24茶 褐色土層
25黄 褐色土層
28黒 褐色土層

27黄 褐色土層
28暗黄褐色土層

29茶 褐色土層
30灰黄褐色土層
3i褐 色 土 層
32褐 色 土 層
33黒 褐色土層
34茶 褐色土層
35黒 褐色土層
38茶 褐色土層

表土・耕作土

耕作土

床 土
砂粒混る。粘性ややあり、しまりあり。

砂粒を多く含む。粘性、しまりあり。

粘‖生。しまりなし。

小礫を多量に含む。粘性なく、しまり強い。

砂粒・小礫を含む。粘性なく、しまり強い。

炭イr物・焼土を多く含む。粘性なく、しま

り強い。

炭化物・焼土を僅かに含む。粘性、しまり

あり。

砂粒・小礫を多量に含む。粘性なし、しま

りあり。

砂粒を含み、粘性強い。しまりあり。

炭化物・焼土を含む。粘性、しまり強い。

砂粒を多く含む。粘性ややあり、しまりあり。

炭化物・焼土を多く含む。粘性、しまりあり。

炭化物・焼土・遺物が多量に混る。粘性、

しまりあり。

炭化物・焼土が僅かに混る。粘性なく、しま

り弱い。

粘性強く、しまりあり。

砂粒が多く混り、鉄分が沈澱する。粘性強く

よくしまる。

砂粒が僅かに混る。粘性強く、しまりあり。

粘性なく、しまりあり。

炭化物・焼土が僅かに混る。粘性ややあり、

しまりあり。

砂粒を多く含む。粘性、しまりあり。

砂粒を含む。粘性ややあり、しまりあり。

粘性強く、しまりあり。

炭イヒ物・焼土を僅かに含む。粘性強く、

しまりあり。

粘性あり、国くよくしまる。

砂粒・小礫を含む。粘性ややあり、しまり

あり。

小礫を含む。粘性なく、しまりあり。

粘性、しまりあり。

赤昧を帯びる。粘性、しまり強い。

赤昧を帯びる。粘性、しまり強い。

粘性、しまりあり。

粘性ややあり、しまりあり。

粘性ややあり、しまりあり。

炭化物 。焼土を僅かに含む。粘性、

しまりあり。
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図 11 北側馬出地点土層堆積 (1)
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蝶
Λ
ｍ
ｏ
ｏ
詳
・再
対
Λ
′
∈
舛
６
計
６
ｏ

ｔ
ｔ
斗
昇
討
訓
Ｃ
′
詳
・再
群
Λ
ン
野
Λ
∈
叫
ぃ
０

ｅ
首
Ｎ
蝶
Λ
酎
針
ｏ
訴
・膵
絣
６
ン
∈
叫
６
Ы
６
０

田
―
田
、
Ｎ
嗣
百
灘
引
叫
ｄ
ｏ

田
―
田
、
∞
嗣
荷
灘
引
騨
か
ｏ

ｅ
首

・
テ
繋
Ｎ
酎
留
′
灘
ミ
答

・
蔀
辟
ウ
耐
け
百

諭
い
ｏ
詳
・再
′
∈
叫
６
絣
６
ｏ

ｅ
首
三
イ繋
Ｎ
咄
Λ
船
Ｄ
ｏ
詳
再ヽ
器
Λ
′
∈
叫
６
Ы
６
ｏ

一ド
洲
前
い
肝
爾

一Ⅳ
沸
前
い
肝
圃

一甲
沸
前
い
肝
嗣

一■
糾
�
い
肝
剛

一留
洲
前
い
辟
嗣

一甲
雨
前
い
辟
嗣

一神

�
前

い
ご
嗣

一甲
部
前
い
肝
爾

l褐 色 土 層
2.混礫黒色土層

3.暗 褐 色土層

4`暗 褐 色土層

5.茶 褐 色土層

6黄 褐色土層
7黄 褐 色土層

Ｎ
伽
　
‐
―
‐
―
‐
―

一
〇

テ
粟
討
蝶
剛
百
酎
ｅ
ｏ
詳
・膵
対
∧
′
回
Λ
∈
叫
ｄ
ｏ

Ｓ
首

・
テ
霧
Ｎ
耐
●
ｏ
詳
蒔
対
Λ
′
∈
叫
６
針
６
ｏ

詳
、再
´
⊂
叫
６
説
６
ｏ

田
―
田
、
一ヽ
爾
百
灘
引
叫
ｄ
ｏ

詳
、再
′
∈
叫
６
Ы
６
ｏ

田
―
田
、
一卸
爾
百
灘
引
叫
ｄ
ｏ

田
―
田
、
一〇
爾
百
灘
引
叫
か
ｏ

田
―
田
、
一判
嗣
百
灘
引
叫
ｄ
ｏ

10灰 黒色土層
ll黒 褐色土層

12.灰 黒色土層

13暗茶褐色土層

14`黄 灰色土層

15.暗 褐色土層

16.黄 褐色砂層

17.暗 褐色土層

挙大程の礫が多量に混る。粘性強い。

焼土・炭化物を含み、黒色土 。黄褐色土

が混る。しまり・粘1生あり。

砂粒を含み、焼土・炭化物が僅かに混る。

鉄分が沈澱する。

粘‖生ややあり、しまりあり。

砂粒を含み、固くよくしまる。粘性強い。

砂粒を多く含み、固くよくしまる。

小礫を含み、固くよくしまる。

砂粒を含み、黄褐色土が混る。しまり。
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粘性あり。

18黒 褐色 土層 粘1生強く、しまりあり。
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表2 北側馬出出土遺物観察表 単位 (cln)

図
番
号 出上位置 種 別・器 種

献  量 cm)
部位

見
ωの

所

。そ様
察

。文整
観
鰯 胎 土 備  考

(時代等)口径 底 径 器 高

l 3号堀 青磁 碗
13 U 口縁

～体部
被熱 密

2 3号堀 磁 盤 体詈「 やや密

3 3号堀 干磁  酒会帯 底言| 被 熟 密

1 4 3号狙 青磁 香炉 被熱、花弁文 密

5 3号堀 自磁 端反皿 16.0 臨
・体吉

緻密

6 3号堀 染付 碗 11.8
口縁
～体部
外面唐草文 緻密

1 7 3号堀 染付 碗 体 部 Ⅲ面唐車文 緻 密

8 3号堀 染イ寸 碗 外面唐車文 緻密

9 3号堀 染付 皿 口縁部 四万欅文 緻 密

1 3号堀 染付  (端反 )碗 ? 底 部 高台内 まで施χ由

3号堀 瀬戸美濃 灰釉平碗 18.4 口縁
～体部

被熱 やや粗 大窯 1

1 3号堀 瀬 戸芙濃  灰釉平碗 16 0 口縁郡 被 熱 やや粗 大窯 1

3号堀 磁器 皿 口縁
～体部

緻密 江戸 ?

1 3号堀 常 滑 日縁ギ 宅

2 3号堀 常滑  密 口 縁

3 3号堀 常 滑 口縁部 密

4 3号堀 常滑  甕 口縁吉B

5 3号堀 常滑  甕 口縁 詈Ъ

6 3号堀 常 滑 口縁言「 密

7 3号堀 常滑  甕 口縁部 密

8 3号堀 常滑  肇 】同部 やや XFI

9 3号堀 滑 月同言「 やや密

3号堀 滑  警 】同部 やや粗

3号堀 常滑 月同吉| 密

3号堀 滑 胴 部 密

3号堀 滑  警 】同部 やや密

1 3号朔 常沿  櫂 】同菩【 やや米日

3号堀 滑 月同部 内面指頭反 密

l 3 3号堀 滑 】同部 内面ヘ ラナデ やや密

3号堀 常滑  聖 】同部 密

5 3号堀 滑 月同部 密

6 3号堀 滑 用同部 やや密

3号堀 常 滑 胴部 囚 lalヘ ラ ナ デ 、 外 lali旨顕 痕 やや密

3号堀 滑 底音『 密

3号堀 滑 底菩[ 外面重ね焼 き痕 密

1 3号堀 常 措 底部 密

3号堀 常 滑 底音Б 坪Ⅲ

l 3号堀 土器 かわらけ 口縁
～底部
ロクロ成形、底都回転糸切 り痕摩耗 やや密

3号堀 土器 かわらけ 口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや粗

3号堀 土器 かわらけ 口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器 かわらけ 口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや粗

5 3号堀 土器 かわらけ 口縁
～底都
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器 かわらけ 8.7
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや粗

3号堀 土器 かわらけ 口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや粗

3号堀 土器 かわらけ 口縁
～底部
ロクロ成形、底都回転糸切 り やや密

1 3号堀 土器 かわらけ 部
縁
底
口

｝
ロクロ成形、底都回転糸切 り やや粗

1 3号堀 土器 かわらけ 口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

1 3号堀 土器 かわらけ 10.1
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや粗
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図
番
号 出上位置 種 男1・ 器 種

とブ章      達霊曇  (cla)
部位

観 察 所 見
(調整 。文様 。その他 )

月台 土 備  考
(時代等 )口径 底 径 番 高

3号堀 土器 かわらけ 口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや密

3号堀 土器 かわらけ 9.6 2.0
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器 かわらけ 口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器 かわらけ 口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り
口縁部・見込み部スス付着

やや密

3号堀 土器 かわらけ 8.6 4.8
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器 かわらけ 10.0
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや密

3号堀 土器  かわらけ 口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや密

3号堀 土器 かわらけ 5,0
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや密

1 3号堀 土器 かわらけ 体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや粗

1 3号堀 土器 かわらけ 体部
～底部
ロクロ成形、底都回転糸切 り やや密

3号堀 土器 かわらけ 底 部 ロクロ成形、底部 回転 糸切 り痕摩耗 やや密

1 3号堀 土器  かわ らけ 底詈F ロ グ ロ 顔 形 、 ほ 剖う凶 猛 糸 切 リ やや密

1 3号堀 土器 かわらけ 体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

1 3号堀 土器 かわらけ 体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

2 3号堀 土器 かわらけ 体部
～底部
ロクロ成形、底都回転糸切 り やや粗

3 3号堀 土器  かわ らけ ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

4 3号堀 土器 かわらけ 体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや密

5 3号堀 土器 かわらけ 22
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや粗

6 3号堀 土器 かわらけ 10 2
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや粗

7 3号堀 土器 かわらけ 10 3 2.2
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや紐

8 3号堀 土器 かわらけ 10.9
口縁
～底部
ロクコ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや粗

9 3号堀 土器 かわらけ 10.4
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器  かわらけ 口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器 かわらけ 10.2 5.5
口縁
～底部

ロクロ成形、底部回転糸切 り
口縁部スス付着

やや粗

3号堀 土器 かわらけ 11.1

口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや粗

3号堀 土器 かわらけ 10.7
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器 かわらけ 10.9
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや粗

3号堀 土器 かわらけ 10。 9 1.7
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器 かわらけ 10.4
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

17 3号堀 土器 かわらけ 10.3
口縁
～底部
ロクロ成形、底都回転糸切 り やや密

3号堀 土器 かわらけ 11.4
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや密

3号堀 土器 かわらけ 11.5
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや密

3号堀 土器 かわらけ 11.2
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密
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図
番

号 出上位置 種 別・器 種
な  量 cm)

部位
見
ωの

所

。そ様
察

， 文整
観
鰯 胎  土 備  考

(時代等)口径 底 径 器 高

3号堀 土器 かわらけ 11 4
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや粗

3号堀 上器 かわらけ 11.1
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器 かわらけ 口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器 かわらけ 55 体部～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや粗

3号堀 土器 かわらけ 体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器 かわらけ 体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや密

ユ 3号堀 土器  かわ らけ ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

2 3号堀 土器  かわ らけ 底 都 ロクロ成影、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器  かわ らけ 底 部 ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

4 3号堀 土器 かわらけ クト吉F
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや粗

5 3号堀 土器 かわらけ 体部
～底都
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

6 3号堀 土器 かわらけ 体部
～底都
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや粗

7 3号堀 土器 かわらけ 体部
～底都
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器  かわらけ 体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

9 3号堀 土器 かわらけ 10.0
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや密

3号堀 土器 かわらけ 11.0
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや粗

3号堀 土器 かわらけ 11.0
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器 かわらけ 11.7
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや密

3号堀 土器 かわらけ 口縁
～底部

ロクロ成形、底部回転糸切 り
外面スス付着

やや粗

3号堀 土器 かわらけ 11.6
口縁
～底都
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや粗

1 3号堀 土器 かわらけ 6.6 体部～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器 かわらけ 11.3
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器 かわらけ 口縁
～底都
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや粗

3号堀 土器  かわらけ 11.7
口縁
～底都

ロクロ成形、底部回転糸切り痕摩耗
内面・外面口縁部スス付着

やや密

3号堀 土器 かわらけ 5.6
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや粗

3号堀 土器 かわらけ 11.9
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや粗

3号堀 土器 かわらけ 11.6
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器 かわらけ 12.3
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器 かわらけ 11.2 部
縁
底
口

一
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器 かわらけ 体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器  かわ らけ 底 部 ロクロ成形、底部回転糸切 り やや粗

1 3号堀 土器 かわらけ 口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや粗

3号堀 土器 かわらけ 12.2
日縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや粗

3号堀 土器 かわらけ 6.2
口縁
～底部

ロクロ成形、底部回転糸切 り
内外面タール付着

やや密
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図
番
号 出土位置 種 男1・ 器 種

法 二里 (CFn) 部位
見
ωの

所

。そ様
察

・文整
観
制 胎  土 備  考

(時代等 )口径 底径 器 高

3号堀 土器 かわらけ 12.5 「
l縁
～底都

ロクロ成形、底部回転糸切 り
底部漆 ?付着

やや密

5 3号堀 土器 かわらけ 12 4 68
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや密

3号堀 土器  かわらけ 12 0
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや密

7 3号堀 土器 かわらけ 11 7
口縁
～底部
ロクロ成形、底都回転糸切 り やや粗

3号堀 土器 かわらけ 12 7
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器  かわらけ 12 1 71
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器  かわらけ 12 5 27
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや密

11 3号堀 土器 かわらけ 12,9
口縁
～底部
ロクロ成形、底部摩耗 緻 密

3号堀 土器  かわらけ 116 2.4 7.2 口縁～底都
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや粗

3号堀 土器 かわらけ 13 0 立
口

縁
底
口

一

ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗
口縁部内外面スス付着

やや密

4 3号堀 土器 かわらけ 13.5 と
口

縁
底
口

一
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや密

5 3号堀 土器  かわらけ 13 0 72
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器 かわらけ 壺
ロ

部
底
体

一
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや粗

3号堀 土器  かわらけ 体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 土器 かわらけ 72 体部～底都
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや粗

3号堀 土器 かわらけ 体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや密

3号堀 土器  かわらけ 体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや粗

1 3号堀 上器  火鉢 37_0 口縁吉日 ロクロ成形、 日縁部 |こう 文押 印 やや密

2 3号堀 土器  火鉢 32 0 口縁吉[ ロクロ成形、日縁部に易 jこ才甲F「 やや密

3 3号堀 土器  火鉢 28 8 口 縁 著日 ロクロ成形、口縁部に菊花文押印 やや密

3号堀 土器 火鉢 口縁吉円 ロクロ成形、 口縁部 |こ 花文却 印 やや密

5 3号堀 土器  人鉢 口 彬離郵 ロクロ成形、日縁部に 花文押 印 やや密

6 3号堀 土器  火鉢 口縁 部 ロクロ成形、 日縁部 に菊花文 tW印 やや密

7 3号堀 土器 火鉢 口縁部 ロクロ成形、 口縁部に菊花文押印 やや密

3号堀 土器  火鉢 脚 郡 やや密

3号堀 土器 火鉢か 体 部 やや粗

3号堀 土器  構鉢 体 部 やや粗

3号堀 土器  内耳鍋 か 口 縁 苦Б ロク ロ成形 やや密

3号堀 土器 内耳鍋 底音| ロクロ成形 やや粗

3号堀 土器 捏鉢 31 0 体部～底部
ロクロ成形 やや密

3号堀 土器 かわらけ 口縁
～底都
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3号堀 須恵器  甕 月同苦F 外面叩き目 密

3号堀 上器 耳皿 口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

一括 青磁  碗 口縁 音[ 緻 密

1 Tr-1 白磁 端反皿か 底 部 品 含 畳 付 無 オ日、 紗 駅 焼 成 緻 密

一括 白磁 端反皿か 54 体
音卜
～底部
高台畳付無釉、砂敷焼成 緻 密

21 一 括 白磁 端反皿 口縁
～底部

被熱 緻 密

l 一括 白磁 瑞反皿か 体部
～底都
高台畳付無釉、砂敷焼成 緻 密

Tr-1 染付 (端反)皿 体部
～底部
内外面・見込みとも唐草文
砂敷焼成

緻 密

21 7 一 幕 染付  端反皿 口 縁 音b 口縁部 内面  四方欅 文 緻 密
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図
番
号 出上位置 種 別

・器 種
な   重 cm,

部位
見
ωの

所

・そ様
察

・文整
観
鯛 胎  土

考
釘代

備
峙口径 底 径 器 高

一 砧 染付 端反皿 口縁部 口縁部内面、 四方欅 文 緻密

一 砧 染付 碗 回縁 音Ъ 被 熱 緻 密

一 括 染付  皿 口縁音田外面竹文 緻 密

11 Tr-1 染 付  師 体 部 緻密

一 押 染 付 体 部 緻 密

1 一 括 染 付 底 部 被熱 緻 密

Tr-2 瀬戸美濃 天目茶碗 11.9 口縁言Б被 熱 密 大窯 1か

Tr-1 瀬戸美濃 灰釉丸皿 体部
～底部
被熱、削り出し高台 やや密 大窯l or大窯2

一 括 初山   天目茶碗 口縁都 密 大窯 3後半

17 Tr-2 瀬戸美濃
鉄釉小瓶か

底部 内面施釉、外面錆釉 やや粗 大窯 1か

一括
瀬戸美濃

鉄釉壷or瓶
外面施釉 やや密 後期様式

一括 美濃   飴釉徳利 体菩| やや粗 5・ 6小期

一括
瀬戸美濃
鉄釉小壷or小瓶

底部
内面施釉、外面露胎
底部回転糸切 り

やや密 後期様式

1 1号暗渠 土器 かわらけ 体部
～底都
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

2 1号暗渠 土器 かわらけ 体部
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

3 1号暗渠 土器  かわ らけ 底部 ロクロ成形、底部 回転糸切 り やや密

4 1号暗渠 土器 かわらけ 12 1
口縁
～底部
ロクロ成形、底都回転糸切 り痕摩耗 やや密

5 Tr-1 土器 かわらけ 10 0
口縁
～底部
ロクロ成形、底都回転糸切 り やや密

6 Tr-2 土器 かわらけ 部
縁
底
口

一
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

7 Tr-2 土器 かわらけ 部
部
底
体

一
ロクロ成形、底都回転糸切 り やや密

8 Tr-2 土器 かわらけ 12 6
口縁
～体部
ロクロ成形、内外面タール付着 やや密

Tr-2 土器 かわらけ 底 部 ロクロ成形、底部回転糸切 り反摩耗 やや密

一括 土器 かわらけ 10.0
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや粗

一括 土器 かわらけ 10.4
口縁
～底部

ロクロ成形、底部回転糸切 り
口縁部スス付着

やや密

一括 土器 かわらけ 口縁
～体部

ロクロ成形
被熱による瓦質化、内面溶融物付着

やや粗

一括 土器 かわらけ 11.5
口縁
～体部

ロクロ成形
被熱による瓦質化、内面溶融物付着

やや粗

一拓 土器 かわらけ 体部
～底部
ロクロ成形、底都回転糸切 り やや粗

一括 土器  かわらけ 13.5
口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り やや密

一括 土器 耳皿 口縁
～底部
ロクロ成形、底部回転糸切 り痕摩耗 やや密

一 括 陶器 鉄釉壷 21 8 日縁吉日被 熱 密

一括 土器 捏鉢 22.4 口沐飛詈隔 ロク ロ成形 やや密

Tr-2 土器 捏鉢 (?) 口縁
～体部
ロクロ成形 やや密

1号土塁 土器 鍋 (?) 21 8 体部～底部
内面ロクロナデ、外面指ナデ やや粗

1号土 ≦ 土製品土製円盤 (?) そ益  ( 1 )旱0.7 やや密

Ir― 土器  火鉢 口縁部 ロクロ成形、 口縁部 に菊花文押 HJ やや密
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図 番号 出上位置 種  別
(cm) (富 )

備  考
長 幅 厚 重

1 3号堀 五輪塔 地輪 24 15 29 45 10 60 9400 石材 安山岩

2 3号堀 石製品 硯 3.66 1 55 0 58 2.60 石材 砂岩

3 一括 石器 磨製石鏃 2.50 0 22 1.50 石材 粘板岩 ?

一括 石器 打製石鏃 1.72 1.27 0 29 0.40 石材 黒曜石

5 3号堀 金属製品 釘 2 67 0.36 0.22 0 70 鉄製

3号堀 金属製品 釘 2 34 0.25 0.24 0 70 鉄製

7 3号堀 金属製品 釘 3 96 0 33 0.31 1,00 鉄製

3号堀 金属製品 釘 3.31 0 40 0.41 1 40 鉄製

3号堀 金属製品 釘 3.75 0 46 0 47 1 60 鉄製

3号堀 金属製品 釘 5 40 1 45 12 70 鉄製

11 3号堀 金属製品 釘 5 72 1 03 0 85 7.90 鉄製

3号堀 金属製品 釘 6 41 1.03 0 79 7 70 鉄 製

3号堀 金属製品 釘 6 76 1.09 1 06 8.60 鉄製

3号堀 金属製品 釘 8.90 1 13 14 40 鉄製

3号堀 金属製品 釘 6.56 0 84 6.70 鉄 製

3号堀 金属製品 不明 6.58 2.56 1 51 25 60 鉄製

17 3号堀 金属製品 楔 8.59 2.42 1 11 64 10 鉄 製

3号堀 金属製品 不明 3.88 0,78 0 78 4 40 鉄 製

3号堀 金属製品 鋲 0_80 頭部径1,10 釘厚255 0 70 銅製、釘断面方形

3号堀 金属製品 鋲 0,83 頭部径110 釘厚027 0 80 銅製、釘断面方形

3号堀 金属製品 鋲 0 8ユ 頭部径1.20 釘厚0.25 0.90 銅製、釘断面方形

3号堀 金属製品 鋲 0.73 頭部径120 釘厚0.23 0 80 銅製、釘断面方形

3号堀 金属製品 鋲 1.16 頭部径120 釘厚 ― 1 40 銅製、釘断面方形

3号堀 金属製品 不明 4.25 幅  157 厚 0.93 13 90 銅製 ?

3号堀 金属製品 不明 1.52 巾菖   165 厚 0.31 0 40 銅 製

3号堀 金属製品 鉄砲玉 径1.20      重7.80 鉛 製

3号堀 銭貨 径   ― 孔径  ― 厚 0.26 重 1.10

3号堀 銭貨 径   ― 孔径  ― 厚 023 目室  0.50

3号堀 銭貨 径 250 孔径 0.67 厚 025 目王  1,70

表土層一括 銭貨 宅≧  2.52 子とそ登  0.59 厚  011 亘豆  2.60 寛永通宝
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2. ′Jヽ  括

(1)遺構 の変遷

多 くの遺構 。遺物 を検 出す る とともに新 たな知見 を得 るこ とが で きた。検 出 した遺構 は

重複 関係 か ら 2時期 の変遷 が捉 え られ る。堀 の拡張 を画期 と して、通路 を も改変 され、様
相 は大 き く一 変す る。

Iサ朝

1号堀・ 2号堀・石列 な どが存在 す る と考 え られ る。東西 方 向 に構 築 され た 1号堀 は幅
1.80m程 を掘 り残 し、 土橋 を設 けて い る。 約 1.50m南側 に も 1号うEと 並i行 し、 メ寸とな る 2
号堀 が存在 す る。喰 い違 い形 態 をな し、迂 回 して侵 入す る経路 が想定 で きる。 2号堀脇 か
ら確 認 で きた版築状 の土層堆積 が土橋 か ら続 く通路 と考 え られ る。石列 は こ う した通路 を

画 していたので あろ う。

II其月

3号堀 。1号土塁・ 2号土塁・暗渠な どが存在す る。 1号堀 は拡張 され、張 り出 し部 を
設けることにより 3号堀 とな る。張 り出 し部 は堀底か ら石積 みが施 され、排水 を集約す る
ため、旧 1号堀 にかけて深 くな り、ラ|き 続 き堀 としての機能 を有 している。南側 に存在 し
た 2号堀や通路部分 を埋め、 2号土塁が構築 され、幅3.80m程の規模 とな り、裾部 に石積
みが築かれ る。上塁内に構築 された暗渠 は、通路 として活用 していた土橋上 に通 じ、 3号
堀へ と排水す る。 この排水路 は石蓋 をかけ暗渠 とな る部分 と、開 日す る部分があ り、検 出

状況 も、土塁敷 きと暗渠部が重なる結果 となる。張 り出 し部西側 には 1号土塁が築かれ、
土塀 な どの基壇部 とも考 えられ る。北側の裾部 に堀 に通 じる排水溝 を設けてお り、構造物

が存在 した可能性がある。

I期 に位置づ けられ る主要遺構 は堀のみであ り、喰い違 い となる複雑 な経路 を堀の配置
により創 出 しているのに対 し、 Ⅲ期 は土塁 を構築 し、土塀 な どの構築物 をも配 しているの

が確認で きる。土塁・堀・暗渠な どを一対 に構築 し、通路 の改変 をともな う改修 により馬

出空間は大 きく変貌 を遂げている。

確)壁土
各地 の遺跡 か ら壁 上 の 出土 が報告 され、詳細 な観 察 を加 えた考 察事例 もみ られ る (註 1)O

特 に、文献・ 絵画資料 、 寺院や城 郭修 理報告 な どを集成 し、古代 よ り現代 に至 る壁 の変遷

を編年 的 に ま とめた山田氏 の業績 (註 2)か らは、材料・工法 ・左 官技術 な ど多 くを学ぶ こ と

がで きる。 ここで は多 くの先行業績 に導 かれ、 い くつ か気付 いた点 をま とめてお く。

① 出土状況 (図 9、 11)

3号堀か ら大量の壁土が出土 した。堀 を境 に調査区南側一帯か ら検 出されたが、多 くは
堀の北端、堀底か ら0.30m程上層 に堆積、集中 していた。壁土混入土 (図 11-16層 )は層厚
0。 30mを 測 り、多量の炭化材・土器片なども合み、堀北端の石積 み天端 に沿 って水平 に堆
積 していた。堀が埋め立て られていることは明瞭であ り、多数の礫や径 lmに 及ぶ巨礫 も
混入 していた。壁土 は埋め立 てに際 し混入 。投棄 された もので ある。
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②壁上の状態 (図 24、 25、 表 3)

多 くが小片 とな り、被熱 を受けた土塊である

が、胎上 にスサ材 と思われ る藁状繊維 を混入 し

てお り、木舞・貫な ど建築部材の痕跡が確認で

きるもの、少数であるが表面 に上塗 された もの

も確認で きた。木舞下地の場合、木舞部分 を境

に内外両面か ら塗 り上 げるが、多 くは壁の中央

(木舞部分 )で割れた状態である。数点である
が、内外壁面が残 り、炭化 した木舞が残存 して

いる断片 もある。いずれの壁土 も木舞組み上 げ
→下塗→ 中塗→ (上塗)の工程 を経 てお り、左
官工法で仕上 げ られた壁の断片 と考 えられ る。

小片のため天地 は判然 としないが、以下、実測

図に基づ き記述す る。
表 3出 上 壁 土一 覧 表 単位cm

③壁上の特徴

胎土 。下地材 。木舞組みの状況な どか

ら何点かの特徴が指摘で きる。

ア)胎土 に 5 mm程の小礫 を多 く合む一群
(図 24-1～ 4、 図 25-7. 8、  以 下
図版番号イよH各す。)と 、舗 にかけた よう
に均―で、 日の細かい上 を用いた一群

(5. 6.9～ 17)が ある。
イ)下地材 は、多 くの断片に竹の痕跡が
認め られ るが、樺の使用 も数点ある。

一点であったが、 8は丸木 を用いてい
る。幅はいずれ も 1～ 2 cmの 割竹一 小

割材である。

ウ)下地組みが確認で きるものは全て一重棧 となる。 2～ 5,7.8。 11.16は一方向の
木舞痕 のみ認め られ るが、 これに直交す る下地材が存在 した と思われ、一重棧 となる可

能性がある。二重棧、木招下地 などの痕跡 は見出せ なかった。

工)内外の壁面が残 り、壁体の厚 さが判明す るものがある (9～ 12)。 いずれ も 3 cm程の厚
み とな り、一方で推定 10cm程 の厚 さとなるもの (1)も 存在す る。
オ)数点であったが、表面 に厚 さ 2 mm程の上塗 を施 した もの (16。 17)が ある。
これ ら諸特徴 か ら本来、同一の壁体 を構成 していた と推測 され るものに (3と 4)、
(9と 10)、 (11と 12)、 (14と 15)、 (16と 17)な どがある。

④文献か ら見た土壁構築

史料 1  「快元イ曽者焉言己」 (証 3)
鶴岡八幡宮の再建造営工事 に際 し、「築地普請」。「壁彩色」な どの記事が見 える。「白壁

師」・「土朱塗師」 と呼ばれ る職人や 「弥六」あるいは「十郎左衛門」など頭領 と推定 され

る人物が登場 し、上塗・彩色 を行 っている。上塗・彩色の材料であろうか、白壁土・麻布・

膠・米・桶・炭な どが記録 され (註 4)、 御殿 は上塗工程だけで も二回、塗 り上 げ られている

(註 5)。 天文 5年 8月 19日 条 に「白壁師上倉、可彩色所有之故也」 とあ り、上塗・彩色す る

NO
下地材

下地組み
下地間隔 壁厚

()縫曽
備   考踵籍 幅 横方向

Σ]24‐ 1 竹 粧 一 12～ 1.91 9,2 買 (?)痕 あり
図24‐ 2 竹 1.5 木舞一 0.3～ 091 5,8
瓢24‐ 3 竹ヵ 1 5 継 一 1.3 7.0)
瓢24‐ 4 竹 0.9～ 1.6 糠 一 |カ 0 8 6.2 0痕あり

劉24‐ 5 竹 1.O 本舞一重機ヵ 4.2 被熱により瓦質化
鉄製品付着

珂24-6 10～ 1.5 木舞一重機 5.6 被熱により瓦質化
図 25‐ 7 1.0 木舞一重機ヵ 8 6
図25-8 丸本 径16 木舞一璽種 ヵ 2.6 8.6
図 25‐ 9 樽 0 8 木舞一 13 0 6 3 3
図25■ 0 樽 1.O 未舞一 0.9～ 1,1 0,7 2,3
図25-11 竹 17 え舞一重機ヵ 2.5
劉25‐ 1を 竹 2.6 鉄製品付着
郵25‐ 13 竹 2.0 概 一 2.0 3.3)
劉25-14 竹 1 4 下露 一 軍 種 (4.4)
瓢25‐ 15 竹 本舞一重機 1.0 r可 (5.2)
�25‐ 16 樽 1.3 下舞一璽穫 カ (4.0) 上塗り(厚0.動 あり
瓢25‐ 17 構 15 代舞一重機 3.3 3 0 上塗り(厚0.Dあ り

'大 `や
や吐をすかせら

'    
米I竹

図26 木舞下地模式図
(『日本の壁』INAX出版より転載)
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場合のみ白壁師 を呼び出 している。壁構築 に際 し、白壁師が下地か ら全て一貫 して施工せ

ず、上塗工程 と下地組み・荒塗工程 とに分割 されている。 さらに詳細 に見れば、上塗・彩

色 され るのは仮殿・楼門など限 られた建物のみである (誰 6)。

史料 2 「北条家朱印状」 (誰 7)
永禄 6年 (1563)6月 10日 、玉縄城の塀修理 に関 し、田名 「百姓中」に対 し代官の指図
の もと二年 ごとの修理 を命 じた後、資材 について詳細な指示 を記載す る。

構築材 は「男注」の他、「小尺木」。「間渡の竹」。「大和竹」 を拳 げる。「男柱」は一間ご

とに立てることが指示 されているため須柱 に、「小尺木」は貫 に、大 さ七寸の「間渡の竹」

は糸田害Uり に し、「赤i和竹」とともに木舞下地 に凩ヽヽ たのであろう。木舞竹 を格子 目状 に編む

編材 として「縄」があ り、屋根材 として「萱」がある。「すたわ ら」はスサ材 に用い られた

ものであろう。以上、七種の資材が指示 され る。厚 さ 8寸 の壁体 を構築す るため、石混 じ

りの赤土 を強固に鴇 き回めるよう施行上の注意 を指摘 した後、その後の維持管理について

も命 じる。永禄 8年、同城の清水曲輪塀修理 に関 し、同一内容 を指示す る史料 もある は8)。

史料 3 「今川氏真朱印状」 (誼 9)
永禄 8年 (1565)10月 7日 、見付城修築 に際 し、米屋弥九郎が「塀柱」 を調達 し、その

功 として「酒役」免除を与 えられ る。商人米屋弥九郎が、修築資材 を調達 している。

史料 4 「今川氏真朱印状」 (註 lω
永禄 11年 (1568)4月 15日 、引間城の塀修築 に関 し、「入野郷百姓」に対 して25間分 を割

り当てている。「如前々」 とあるためすでに普請役 として確立 していた と考 えられ る。

史料 5 「北条家朱 印状」 (註 1つ
天正 4年 (1576)3月 晦 日、江戸城の塀 4間分の修築 を阿佐 ケ谷「百姓」 に命 じる。

史料 6 「北条家朱印状写」 (誰り
天正 7年 (1579)10月 2日 、新地 (註 X3)の塀構築資材 として、太 さ 8～ 9寸 の「 くり 。こ

な ら」材 66本の進上 を命 じる。栗材 などの堅木がない場合 にヨナラ材 を許容 しているな ど

材種 にまで関〕しヽを示 している。

この他、数例が北条氏関係史料 に確認で きる は1ぅ 。多 くが城普請に際 し、普請役 として

近隣の郷村 に塀修築 を課 してお り、史料 2・ 4な どは区域 を限 り割 り当て、恒常的な維持

管理の体制 まで窺 える内容である。史料 5の追書 きには、奉行が塀構築の仕様 を心得てい

る旨が記 され、すでに塀構築 に際 し、一定の仕様が完成 していたことが想定で きる。構築

材の材種・数量規格、資材単価、施行 にまで具体的な記述が及ぶ史料 2は、土 についての

規格・単価の記述がな く、上塗 に関す る何 らの指示 も見出せ ない。玉縄城の土塀 は周辺の

上砂 を用いて構築 され、上塗 も施 されていなかった と思われ る。同様 に、史料 1に も土 に

関す る記述 は「白壁土」のみであ り、周辺の上砂 を用いた構築 と推定 され るが、限定 した

建物 に行 う上塗・彩色工程 では、「白壁師」の存在 とともに土 まで も選別 されていたことが

窺われ る。

⑤小結

具体的な記述 をなす史料 2や各地か らの出土例 は大いに参考 とな り、今回取 り上 げた史
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料 を用い城普請 に言及 した論考 もある (註190出上 した壁土が、最 も厚 い もので 10cm程 とな
るのに比べ、茅ケ崎城 出上の上壁 (誼 l① や史料か ら復元 され る玉縄城の事例 は厚 さ20cm程の

壁体 とな り、大 きく異なる。数点だが壁体の厚 さが判明す る壁土は、厚 3 cm程 とな り、舗

にかけた ように均一な胎上であ り建物壁 と推定す る。上塗 を施 した壁土 も推定 3～ 4 cm程

の厚 さとな り、やは り建物壁 と推定す る。勝瑞館の調査報告 は、会所 と推定 され る礎石建

物 に厚 3 cm程の上壁が存在 した可能性 を指摘 してお り、壁土の胎土 もスサなどを含 まず精

製 された もの とい うにり。建物の どの部位 に用い られたか言及 されていないが、本遺跡の

出土事例 も建物壁 と考 えられ る。

すでに指摘 されているが ω」田註2)、 耶蘇会 宣教師の報告 には信貴山城や安土城 に上塗が施

されていた記述があ り、絵図資料 にも門の両脇のみ白塗 された土塀が描かれ、同一邸 内で

も主要建物のみを白塗 している。出土資料 中、上塗 を残す壁土が主要建物な ど限定 した箇

所の断片である可能性 は十分考 えられ るが、 ヤヽかな る箇所か、その特定 にまで至 らなかっ

た。

館 の虎 日前面、馬 出空間か らの出土事例 で あ るため、多 くが上塀 な どと推 定 していたが、

諸特徴 か ら数種 の壁体 が推 測 で きた。文献 。各地 の出土例 とともに、堀 の埋立 に ともな う

出土状 況 な ど も勘案すれ ば、周辺か ら雑 多 に混 入 した もの と解釈 すべ きで、土塀 な どの構

造物 の他、何種類 かの建物壁 が含 まれ るで あろ う。
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